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授
業
作
り
の
手
引
き 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

㈠ 

意
義 

 

現
代
文
の
授
業
で
グ
ル
ー
プ
で
授
業
作
り
（
レ
ジ
ュ
メ
作
成
＋
発
表
）
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
読
む
こ
と
が

深
ま
り
、
汎
用
的
な
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
作
品
自
体
の
読
み
を
深
め
た
う
え
で
、

作
者
や
作
品
に
関
す
る
他
の
作
品
な
ど
資
料
を
読
み
比
べ
る
記
述
問
題
を
解
く
こ
と
で
、
作
品
の
解
釈
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

・ 

読
む
こ
と
を
深
め
る
た
め
に
、
授
業
作
り
（レ
ジ
ュ
メ
作
成
＋
発
表
）＋
記
述
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。 

指
定
さ
れ
た
章
に
お
け
る
登
場
人
物
の
心
情
や
情
景
描
写
の
意
味
を
考
え
る
う
え
で
、
推
測
や
思
い
つ
き
や

個
人
が
現
在
持
っ
て
い
る
表
現
力
に
頼
っ
た
授
業
作
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
全
体
か
ら
読
み
取
り
、
本

文
か
ら
根
拠
を
持
っ
て
授
業
作
り
を
す
る
た
め
、
読
む
こ
と
が
深
め
ら
れ
ま
す
。 

つ
ま
り
、
レ
ジ
ュ
メ
や
記
述
問
題
を
書
く
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
読
む
こ

と
を
深
め
る
の
が
目
的
で
す
。 

   

《
身
に
着
く
資
質
・
能
力
》 

 

・ 

内
容
の
解
釈
や
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
、 

様
々
な
資
料
を
読
み
比
べ
て
関
連
を
考
え
る
力
、 

本
文
に
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
補
完
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

(

学
習
指
導
要
領 

文
学
国
語 

読
む
こ
と
・
オ) 

授
業
作
り
は
、
登
場
人
物
の
心
情
や
情
景
描
写
や
作
品
背
景
、
文
章
の
構
造
を
意
識
し
な
が
ら
、
本
文
か
ら
、

人
間
関
係
や
行
動
か
ら
見
え
る
人
物
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
読
み
取
り
、
該
当
す
る
章
以
外
か
ら
も
読
み
取
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
授
業
作
り
の
後
に
、
作
者
や
作
品
に
関
す
る
他
の
作
品
な
ど
の
資
料
を

読
み
比
べ
る
記
述
問
題
を
解
く
こ
と
で
、
作
品
の
解
釈
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

よ
っ
て
、
内
容
の
解
釈
や
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
、
様
々
な
資
料
を
読
み
比
べ
て
関
連
を
考
え
る
力
、
本

文
に
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
補
完
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

  ・ 

表
現
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

本
文
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
生
か
し
た
う
え
で
、
登
場
人
物
の
複
雑
な
人
間
関
係
や
心
理
描
写
を
踏
ま
え

て
、
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
作
る
た
め
に
は
、
ど
う
や
っ
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
の
か
考
え
、
表
現
を
工
夫

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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㈡
レ
ジ
ュ
メ
の
書
き
方 

レ
ジ
ュ
メ
と
当
日
の
発
表
内
容
で
、
章
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

次
の
、
四
つ
の
構
成
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

➊
章
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
自
由
掲
載
欄 

 
 

・
発
表
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
章
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
授
業
の
補
助
と
し
て
レ
ジ
ュ
メ
を
上
手
く

活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

・
使
い
方
は
自
由
で
す
。 

 
 

＊
レ
ジ
ュ
メ
以
外
に
、
当
日
ク
ラ
ス
に
資
料
を
配
布
し
た
い
場
合
は
前
日
ま
で
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

➋
指
定
の
問
い
に
対
す
る
解
答
と
根
拠
（思
考
の
道
筋
） 

・
指
定
の
問
い
は
、
一
つ
の
章
に
つ
き
、
二
～
三
題
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

夏
休
み
の
予
習
課
題
２
０
番
～
２
８
番
も
組
み
込
ん
で
あ
り
ま
す
。 

（
教
科
書
掲
載
以
外
の
問
い
は
、
各
自
の
本
文
理
解
の
た
め
の
問
い
の
た
め
、
授
業
で
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。） 

 
 
 

・
解
答
と
根
拠
を
必
ず
掲
載
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

・
様
々
な
可
能
性
が
あ
り
、
解
答
が
一
つ
に
絞
り
切
れ
な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
場
合
、
班
員
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
考
の
道
筋
を
意
見
交
換
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 

➌
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
問
い
と
、
そ
れ
に
対
す
る
解
答
と
、
根
拠
（思
考
の
道
筋
） 

・
指
定
さ
れ
た
章
で
疑
問
に
思
っ
た
問
い
を
班
で
一
つ
取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
れ
に
対
す
る
解
答
と
、
根
拠
も
必
ず
掲
載
し
ま
し
ょ
う
。 

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
問
い
は
、
一
問
一
答
の
よ
う
な
す
ぐ
わ
か
る
、
浅
い
問
い
で
は
な
く
、 

 

ク
ラ
ス
の
生
徒
の
思
考
力
を
使
わ
す
よ
う
な
、
深
い
問
い
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

❹
指
定
の
語
彙 

・
指
定
の
語
彙
は
、
教
科
書
の
脚
注
の
左
下
に
あ
る
も
の
で
す
。 

意
味
調
べ
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
指
定
の
語
彙
以
外
に
も
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
注
意
を
促
し
た
い
も
の
な
ど
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

《
レ
ジ
ュ
メ
作
り
の
べ
か
ら
ず
集
》 

⑴
期
限
を
守
ら
な
い
レ
ジ
ュ
メ
作
り
は
す
る
べ
か
ら
ず
。 

 

１
３
班
ま
と
め
て
印
刷
し
、
冊
子
に
し
ま
す
。
１
つ
の
班
の
遅
れ
が
、
ク
ラ
ス
の
授
業
や
考
査
に
影
響
し
ま
す

の
で
、
指
定
さ
れ
た
期
限
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑵
雑
な
字
・
薄
い
字
で
書
き
、
皆
が
読
み
に
く
い
レ
ジ
ュ
メ
に
は
す
る
べ
か
ら
ず
。 

 

レ
ジ
ュ
メ
は
そ
の
ま
ま
印
刷
し
ま
す
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ
で
打
ち
込
ん
で
、

提
出
し
た
い
班
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

⑶
誤
字
脱
字
の
あ
る
レ
ジ
ュ
メ
に
は
す
る
べ
か
ら
す
。 

 

班
員
で
よ
く
確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 



こころプリント№４ （２－６） 

㈢
レ
ジ
ュ
メ
の
提
出
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

・
皆
さ
ん
は
ご
自
分
を
教
育
実
習
生
と
み
な
し
、
指
導
教
官
（
教
科
担
当
）
か
ら
許
可
が
お
り
次
第
、
清
書

提
出
へ
と
進
ん
で
く
だ
さ
い
。 

・
次
の
授
業
ま
で
２
週
間
近
く
あ
き
ま
す
の
で
、
そ
の
間
は
班
ご
と
の
個
別
対
応
の
や
り
と
り
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

・
レ
ジ
ュ
メ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
添
付
し
て
、
②
④
の
引
き
取
り
日
ま
で
に
田
原

B
O

X

に
戻
し
て
お
き
ま
す
の

で
、
担
当
者
が
引
き
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

・
基
本
的
に
、
２
回
の
提
出
日
を
設
け
ま
す
の
で
、
改
善
し
た
も
の
を
田
原B

O
X

に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
許
可
が
お
り
れ
ば
、
そ
の
段
階
で
③
の
下
書
き
提
出
は
し
な
く
て
よ
い
の
で
、
③
④
を
と
ば
し

て
、
⑤
清
書
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

◎
レ
ジ
ュ
メ
提
出
先…

田
原B

O
X

（４
階
国
語
科
教
材
室
前
の
台
形
の
白
い
箱
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＊
た
だ
し
、
田
原
自
身
は
３
階
進
路
室
に
い
ま
す 

①
レ
ジ
ュ
メ
下
書
き
１
回
目
の
提
出…

本
日
、
九
月
九
日
（
月
）
午
後
１
時
ま
で 

提
出
担
当
者…
Ａ
さ
ん
・Ａ
２
さ
ん 

②
レ
ジ
ュ
メ
下
書
き
１
回
目
の
引
き
取
り…

九
月
十
日
（
火
） 

 
 

引
き
取
り
担
当
者…

Ｂ
さ
ん 

 

③
レ
ジ
ュ
メ
下
書
き
２
回
目
の
提
出 

 
…

九
月
十
三
日
（
土
）
午
後
四
時 

 

提
出
担
当
者…

Ｃ
さ
ん 

④
レ
ジ
ュ
メ
下
書
き
２
回
目
の
引
き
取
り…

九
月
十
七
日
（
火
） 

 

引
き
取
り
担
当
者…

Ａ
さ
ん
・
Ａ
１
さ
ん 

⑤
レ
ジ
ュ
メ
清
書
提
出
締
め
切
り
日…

九
月
十
九
日
（
木
）
午
前
九
時
厳
守 

 

提
出
担
当
者…

Ｂ
さ
ん 

◎
グ
ル
ー
プ
発
表…

九
月
二
十
日
（
金
）
・
二
十
七
日
（
金
）
・
三
十
日
（
月
） 
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授
業
作
り
の
評
価
に
つ
い
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
授
業
作
り
の
評
価
は
⑴
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
レ
ジ
ュ
メ
の
評
価
と
⑵
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
授
業
発
表

の
評
価
の
二
つ
か
ら
評
価
し
ま
す
。 

⑴
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
レ
ジ
ュ
メ
の
評
価 

《
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
の
手
順
》 

手
順
① 

左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
脚
本
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し
ま
す
。
該
当
す

る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最
低
点
を

三
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

             

   四つの構成要素 思考の道筋の明瞭性と章の目標の達成 体裁 

３ 四つの構成要素の

うち、４つすべて

満たしている。 

人物の心情や情景描写について、担当

する章だけでなく、作品全体から読み

とったことを関連づけ、読みとりを進

めている。思考の道筋も明瞭で、章の

目標がすべて達成された内容だ。 

誤字脱字やねじれ

のない推敲された

文章になっている。 

２ 四つの構成要素の

うち、３つ満たし

ている。 

人物の心情や情景描写について、担当

する章から読みとりを進め、思考の道

筋も明瞭である。章の目標が１つ達成

された内容だ。 

いくつか誤字脱字

やねじれのある文

など文法上の間違

いはあるが、ほぼ正

確に書けている。 

１ 四つの構成要素の

うち、２つ以下を

満たしている。 

担当する章から解釈しているが、章の

目標は達成していない。思考の道筋が

不明瞭である。 

誤字脱字や文法上

の間違いが多い。判

別しにくい字があ

り、判断しにくい。 

合計 

 

 

 

 

点／ 

     点」

展 

体裁 

 

 

 

       

    点／ 

思考の道筋の明

瞭性と章の目標

の達成 

 

 

    点／  

 

    点／ 

四つの構成要素 

 

 

 

      

    点／ 



こころプリント№４ （２－６） 

⑵
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
授
業
発
表
の
評
価 

《
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
の
手
順
》 

手
順
① 
左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
脚
本
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し
ま
す
。
該
当
す

る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最
低
点
を

三
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う 

 

              

 

 

   内容 表現の工夫 チームワーク 

３ 意見交換のもと、深い読み

や根拠（思考の道筋）がな

されており、章の目標がす

べて達成された内容だ。全

体構成もしっかりとして

いる。 

スライドや模造紙の活用

や漫画や演技など、わかり

やすく伝えるための＋α

の表現の工夫がある。その

ため聞き手とのコミュニ

ケーションが取れており、

相互啓発の空間が構成さ

れている。 

内容構成、資料作成、

発表の各場面でチーム

ワークがよく発揮され

ている。メンバーの個

性が見える発表であ

る。 

２ グループで意見交換して

考えたことが、構成よく整

理されて伝えられている。

章の目標が１つ達成され

た内容だ。 

＋αの表現の工夫はない

が、資料作成、役割分担、

明瞭な発声、主張点の明確

化、時間管理などの点で優

れている。 

内容構成、資料作成、

発表の各場面でチーム

ワークがよく発揮され

ている。 

 

１ 発表内容に深い読みや根

拠（思考の道筋）のある説

明がなされていないため

に、表面的な内容で終わつ

ている。章の目標は達成し

ていない。 

＋αの表現の工夫はなく、

発言やレジュメの記述等

にも明瞭性や根拠が十分

にみられない。 

内容構成、資料作成、

発表の各場面でチーム

ワークが十分に発揮さ

れていない。 

合計 

 

 

 

 

点／ 

     点」

展 

チームワーク 

 

 

 

       

    点／ 

表現の工夫 

 

 

       

 

    点／ 

内容 

 

 

 

      

    点／ 


